
JP 2016-21568 A5 2018.6.21

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成30年6月21日(2018.6.21)

【公開番号】特開2016-21568(P2016-21568A)
【公開日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-008
【出願番号】特願2015-133595(P2015-133595)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  43/06     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  33/07     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ   43/06     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｒ   33/06     　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月10日(2018.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦型ホール素子であって、ディープＮウェル（ＮＷ）と、前記ディープＮウェル（ＮＷ
）の表面に並べられて直線の対称線（８）に沿って配置された２つの内側接点（５，６）
及び２つの外側接点（４，７）とを備え、前記２つの内側接点（５，６）は同じ長さ及び
同じ実効幅を有し、前記２つの外側接点（４，７）は、同じ長さ及び同じ実効幅を有し、
前記長さは前記直線の対称線（８）に沿って測定され、前記幅は前記直線の対称線（８）
に対して直角に測定され、前記接点は中央の対称面（９）に対して対称に配置され、前記
外側接点（４，７）の前記実効幅は、前記内側接点（５，６）の前記実効幅よりも大きい
ことを特徴とする縦型ホール素子。
【請求項２】
Ｐ＋ストライプ（１０）は前記内側接点（５，６）の間に配置され、前記Ｐ＋ストライプ
（１０）は距離をおいて前記内側接点（５，６）から分離される、請求項１に記載の縦型
ホール素子。
【請求項３】
前記内側接点（５，６）の間に配置された中央接点（１２）をさらに備える、請求項１に
記載の縦型ホール素子。
【請求項４】
前記中央接点（１２）と前記内側接点（５，６）の前記１つとの間に配置されたＰ＋スト
ライプ（１０）と、前記中央接点（１２）と前記内側接点（５，６）の前記もう一方との
間に配置されるさらなるＰ＋ストライプ（１０）とをさらに備え、前記２つのＰ＋ストラ
イプ（１０）が距離をおいて前記中央接点（１２）及び前記各隣接する内側接点（５，６
）から分離される、請求項３に記載の縦型ホール素子。
【請求項５】
縦型ホール素子であって、ディープＮウェル（ＮＷ）と、前記ディープＮウェル（ＮＷ）
の表面に並べられて直線の対称線（８）に沿って配置された２つの内側接点（５，６）及
び２つの外側接点（４，７）とを備え、前記２つの内側接点（５，６）は同じ長さ及び同
じ実効幅を有し、前記２つの外側接点（４，７）は、同じ長さ及び同じ実効幅を有し、前
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記長さは前記直線の対称線（８）に沿って測定され、前記幅は前記直線の対称線（８）に
対して直角に測定され、前記接点（４－７）は中央の対称面（９）に対して対称に配置さ
れ、前記Ｐ＋ストライプ（１０）は前記内側接点（５，６）の間に配置され、前記Ｐ＋ス
トライプ（１０）は距離をおいて前記内側接点（５，６）から分離されることを特徴とす
る縦型ホール素子。
【請求項６】
縦型ホール素子であって、ディープＮウェル（ＮＷ）と、前記ディープＮウェル（ＮＷ）
の表面に並べられて直線の対称線（８）に沿って配置された２つの内側接点（５，６）及
び２つの外側接点（４，７）とを備え、前記２つの内側接点（５，６）は同じ長さ及び同
じ実効幅を有し、前記２つの外側接点（４，７）は、同じ長さ及び同じ実効幅を有し、前
記長さは前記直線の対称線（８）に沿って測定され、前記幅は前記直線の対称線（８）に
対して直角に測定され、前記接点（４－７）は前記中央接点（１２）に対して対称に配置
され、前記Ｐ＋ストライプ（１０）はそれぞれの前記内側接点（５，６）と前記中央接点
（１２）の間に配置され、Ｐ＋ストライプ（１０）が距離をおいて前記中央接点（１２）
及び前記各隣接する内側接点（５，６）から分離されることを特徴とする縦型ホール素子
。
【請求項７】
ディープＰウェルリング（ＰＷ）をさらに備え、前記ディープＰウェルリング（ＰＷ）の
内端（１１）が前記内側接点（５，６）の前記実効幅と必要な場合には、前記中央接点（
１２）の前記実効幅を定義する請求項１から６のいずれか１つに記載の縦型ホール素子。
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